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情報通信審議会 情報通信技術分科会 電波利用環境委員会（第 69 回） 

議事要旨 

 

１ 日時：令和８年 10 月６日（火）10:00～10:30 

２ 場所：Web 会議開催(Cisco Webex) 

３ 出席者（敬称略） 

【構成員】石上主査代理、長谷山委員、増田委員、秋山専門委員、石山専門委員、上原専門委員、 

大西専門委員、河瀨専門委員、熊田専門委員、小島原専門委員、後藤専門委員、清水専門委員、 

杉本専門委員、曽根専門委員、田島専門委員、松永専門委員、山口専門委員、山崎専門委員、

山下専門委員、和氣専門委員 

【事務局】総務省：向井電波環境課長、野村課長補佐、花島専門職、清水官 

 

４ 議事 

（１）電波利用環境委員会報告（案）（基地局等から発射される電波の強度等の測定方法及び算出方

法）及び電波利用環境委員会報告（案）（電波防護指針の在り方）に対する意見募集の結果につ

いて 

事務局から、資料 69-1 から資料 69-3-2 に基づき、電波利用環境委員会報告（案）（基地局等か

ら発射される電波の強度等の測定方法及び算出方法）及び電波利用環境委員会報告（案）（電波防

護指針の在り方）に対する意見募集の結果及び当該結果を踏まえた報告（案）の修正について説明

が行われ、了承された。 

 

（２）その他 

   事務局から、今後の進め方として、本日議論いただいた委員会報告２件を 10月開催予定の情報

通信審議会 情報通信技術分科会に付議し、審議いただく旨連絡があった。 

質疑応答については次のとおり。 

 

田島専門委員：説明のあった制度化の時期の目途は、いつ頃か。 

事 務 局 ：制度化に向けては、情報通信技術分科会において一部答申を得た後に改正案を作成し、

その後意見募集を行った上で、電波監理審議会に付議する必要がある。今年度中に改正

することを目標としたいが、内容の検討や各種手続きの進捗によっては、それより遅れ

る可能性もあることをご理解いただきたい。 

田島専門委員：承知した。 

 

以上 


